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我が国最大級の公的研究機関

国立研究開発法人産業技術総合研究所

国立研究開発法人産業技術総合研究所は、明治１５年（１８８２年）に

設立された農商務省地質調査所に始まります。その後、幾多の改称、

改編を繰り返し、平成１３年（２００１年）１月の中央省庁再編を経て、同

年４月、通商産業省工業技術院の１５研究所と

計量教習所が統合され独立行政法人とし

て「産総研」は誕生しました。 その後、

平成２７年（２０１５年）４月に国立研

究開発法人となり、現在に至ります。
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産総研の業務範囲は

以下のように法律で規定されています。

①鉱工業の科学技術に関する研究開発

②地質の調査

③計量の標準の設定並びに計量器の検定、検査、

研究及び開発

④これらに係る技術指導及び成果の普及

⑤技術経営力の強化に資する人材の養成等

産業技術総合研究所（産総研）の
業務範囲
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産総研は「７つの領域（５領域・２総合セ
ンター）」で研究開発を推進しています。

産総研は、産業や社会に役立つ技術の

創出とその実用化を目指して、産総研の

コア技術を束ね、その総合力を発揮でき

る体制として「７つの領域（５領域・２総合

センター）」で研究開発を推進しています

。

これによって産総研の持つ“コアコンピタ

ンス”をより一層強化し、その実用化に向

けた取り組みの強化が図れます。
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産総研の人員

2017.4.1 現在 職員合計3,012名（127名）

研究職員数（うち外国籍） 2,316名（126名）

●うちパーマネント 1,943名

●うち任期付 373名

事務職員数（うち外国籍） 696名（1名）

産学官連携制度等による研究員等受入実績数

（2015年度受入延べ数）

企業から 1,856名

大学から 1,924名

独法・公設試等から
936名

（うち外国籍456名）

役員 13名

招聘研究員 204名

ポスドク 228名

テクニカルスタッフ 1,491名
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計量標準総合センター

○計量標準の整備

○法定計量業務の実施と人材の育成

○計量標準の普及活動

○計量標準に関連した計測技術の開発

４研究部門、１センター

Geological Survey of Japan
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計量標準総合センター（NMIJ）のご紹介
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【 計量標準総合センター（NMIJ）Web 】
https://www.nmij.jp/
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NMIJの取り組みについて
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一般ユーザー

NMIJ
国際単位SI

ユーザニーズを踏まえた
標準の開発と利用促進

 “普遍な１秒”を定義

 “物理定数で質量”
を定義

ＮＭＩＪ計測クラブ

新たな整備計画の
策定と標準開発

超高性能小型標準
抵抗器

“国際単位SIの再定義”への挑戦

20102001 2020

 欧米並みの計量標準整備をめざ
し、２０１０年度までに、物理303
種類、標準物質313種類を達成

 これに伴い、JCSS登録事業者

の数や校正証明書の発行件数も
着実に増加

量から質へ

標準整備計画の着実な履行

校正事業者
（第一階層）

（第二階層以下）

ＪＣＳＳ（計量法
トレーサビリティ制度）

校正証明書

～ちゃんとはかって育む安心・安全～

産総研発足



研究して欲しいテーマがある
受託研究

連携促進
コンソーシアム

協力して研究を進めたい
共同研究

情報交換したい
→NMIJ計測クラブ

標準物質頒布 依頼試験サービス データベース
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NMIJ組織概要
計量標準総合センター

物質計測標準研究部門

研究戦略部

物理計測標準研究部門

分析計測標準研究部門

標準供給保障室計量標準普及センター
標準物質認証管理室

法定計量管理室

計量研修センター

研究企画室

IC

PO

工学計測標準研究部門

幾何学量・質量・力学量・流量な
どに関連する国家計量標準の整備
と普及、計測・評価技術の開発、
全14G
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計量標準調査室

国際計量室



工学計測標準研究部門のグループ紹介
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工学計測標準研究部門の取り組み

• 当部門では、幾何学量、質量、力学量、流量な
どの計量標準の開発、維持、供給を実施。

• 世界最高水準の技術を保有すると共に、国内外
の情報・ネットワークの拠点となり、さまざまな技
術相談や連携のご要望に対して、共同研究やコ
ンサルティングなどで対応。

• 計量法で定められた特定計量器の型式承認や
基準器の検査など法定計量に関する技術的な
実務を遂行。

12



工学計測標準研究部門における
研究開発と連携事例
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幾何標準研究グループ
計測用X線CTによる内外寸法計測

圧力真空標準研究グループ
ガスバリア性やリークの精密評価

流体標準研究グループ
MEMS技術を用いた粘度センサ

工業製品等の内部の
複雑な3次元形状を切
断せずに計測できる
高精度計測用小型X線
CTを開発、世界トッ
プレベルの測定精度
を実証。

エアコンからの冷
媒の漏れ計測・フ
ィルムのガス透過
度や材料からのア
ウトガス測定に応
用

潤滑油や切削オイル等
の粘度モニター、印刷
・塗布、食品工業など
のプラント内センサー
など新しい用途へ応用

液体流量標準研究グループ・気体流量標準研究グループ
水，石油，高圧水素まで

燃料や水道水の取引，各
種プラントの制御，ポン
プや送風機の性能評価な
ど，産業界のあらゆる分
野で必要とされる流量計
測の信頼性確保に寄与
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工学計測標準研究部門の研究紹介
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新たな科学技術への挑戦
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キログラムの定義改定への貢献

日本国キログラム原器

キログラムの再定義を目指すシリコン球とレーザー干渉計（アボガドロ定数精密測定用）



工学計測標準研究部門は、皆さまの技術
課題をナンバーワン技術で解決します！
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研究・開発に関する技術支援
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校正・不確かさ評価に関する技術支援
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製品評価に関する技術支援
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装置の妥当性検証に関する技術支援
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計測・計量に関わる情報提供
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法定計量業務の実施
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計量標準総合センター (NMIJ）
工学計測標準研究部門

技術相談など お問い合わせ先
〒305-8563 茨城県つくば市梅園 1-1-1  つくば中央第 3
TEL : 029-861-4346( 計量標準調査室）

E-mail : nmij-info-ml@aist.go.jp
URL : https://unit.aist.go.jp/riem/

計量標準に関しても、法定計量に関しても、

どうぞお気軽にお問い合わせください。

部門パンフレット
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工学計測標準研究部門
パンフレットのご紹介

mailto:nmij-info-ml@aist.go.jp


工学計測標準研究部門の最近のトピック
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2017年11月 1日 受賞・表彰
石橋雅裕（気体流量準研究グループ）

平成29年度（第10回）産業技術環境局長表彰
「計量士国家試験の委員として、多年にわたり計量制度の運営等に尽力し、その貢献が顕著である。」

2017年 10月 25日 産総研プレス
リリース

「質量の単位「キログラム」の新たな基準となるプランク定数の決定に貢献」
質量標準研究グループ

掲載元：産総研 研究成果、他

2017年 9月 8日 報道等
温度計の基準器検査について、取材協力

計量器試験技術グループ
番組：テレビ東京「たけしのニッポンのミカタ」 基準を見ればニッポンがわかる！？

2017年 8月 31日 報道等
「経済産業省「新市場創造型標準化制度」事業における「超精密用Oリングの標準化」への貢献」

幾何標準研究グループ
掲載元：日刊工業新聞朝刊 21面

2017年 7月 3日 産総研プレス
リリース

「電磁力による微小トルク計測技術の開発」
力トルク標準研究グループ
掲載元：NMIJ研究トピックス

2017年 4月20日 受賞・表彰
植木正明（質量標準研究グループ）

平成29年度科学技術分野の文部科学大臣表彰 創意工夫功労者賞
「分銅の質量と体積の同時分量校正法の考案」

2017年 4月20日 受賞・表彰

和田 裕貴（名古屋大学（現：日本原子力研究開発機構））、
古市紀之（産総研）、寺尾吉哉（産総研）、辻 義之（名古屋大学）

日本機械学会賞（論文）受賞
「高レイノルズ数円管流における平均速度分布型に関する実験的研究」

2017年 3月31日 産総研プレス
リリース

測定に必要な時間を短縮する新たなガス・水蒸気透過率測定装置を開発
株式会社MORESCO、ナノ材料研究部門、圧力真空標準研究グループ

2017年 3月 8日 ニュース
リリース

「産総研との共同研究による衝撃校正システムの開発について」
神栄テストマシナリー株式会社発表

強度振動標準研究グループ



まとめ

• 工学計測標準研究部門では、幾何学量、質量、力
学量、流量などの計量標準の開発、維持、供給を
実施、ものづくり産業に貢献。

• 関連する標準開発において、世界最高精度の計
測技術や評価技術を蓄積、活用。

• さまざまな技術相談や連携の要望に対して共同
研究やコンサルティングなどで対応。

• 国内外の計量関係機関とのネットワークの構築や、
JIS・ISO等の国内外の標準化を推進。

• 法定計量に関する技術的な実務を遂行。
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Integration for Innovation
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計量標準総合センター
工学計測標準研究部門
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